
◇ 第１４回症例検討会 研修会報告 ◇
＜Zoomミーティングを利用したオンライン開催＞

日 時
2022年1月23日（日） 13:00～14:30
（閉会後、希望者に対して15：00まで延長して質疑応答を実施）

開催方法
Zoomミーティングを利用したオンライン開催
（ブレイクアウトルームによるグループワーク）

テーマ
スモールグループディスカッションによる症例検討

明日から実践できる副作用の見極め方
〜電解質異常を例として〜

受講資格 現役の薬剤師

受講者数 11名
認定単位 1単位

【研修内容】

【タイムテーブル】

13:00～13：05 開会の挨拶

13:05～13：15 東住吉森本病院 薬剤科主任佐古守人先生による解説①

13:15～13:30

アイスブレイク（３分） ＆ グループディスカッション①（１２分）
＜ファシリテーター＞
グループ１ 神戸市立医療センター中央市民病院 吉野 新太郎 先生
グループ２ 幸生堂薬局 宮武 真也 先生

グループ３ 神戸薬科大学ｴｸｽﾃﾝｼｮﾝｾﾝﾀｰ 講師 鎌尾 まや 先生

13:30～13:38 各グループ発表①

13:38～13:48 佐古先生による回答①

13:48～13:58 佐古先生による解説①

13:58～14:11 グループディスカッション②（１２分）

14:11～14:19 各グループ発表②

14:19～14:29 佐古先生による解説②

14：29～14:30 閉会の挨拶

14:30～15:00 希望者に対して質疑応答
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【研修会風景】
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東住吉森本病院 薬剤科主任佐古守人先生による解説

明日から実践できる副作用の見極め方
〜電解質異常を例として〜

※受講生の画像はモザイク処理をしています。

8号館1階　ゼミナール室3　端末接続図

ホスト

講 師

グループ１ファシリテーター

モニター用

8ポート
HUB

グループ２ファシリテーター

グループ３ファシリテーター

本学8号館ゼミナール室３にZoom本部を
設置し、当日は講師・ファシリテーター・
エクステションセンター教職員が感染症対策
を講じた上で本部に集結し、ホスト役として
研修会の運営を行いました。
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＜グループディスカッションと発表の様子＞
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受講いただきありがとうございました。

神戸薬科大学エクステンションセンター

※受講生の画像はモザイク処理をしています。

グループ１ ファシリテーター
神戸市立医療センター中央市民病院
吉野 新太郎 先生

グループ２ ファシリテーター
幸生堂薬局 宮武 真也 先生

グループ３ ファシリテーター
神戸薬科大学エクステションセンター
講師 鎌尾 まや 先生

各グループからの発表

コロナ禍において本センターではオンデマンド配信によるe-learning講座を積極的に実施して
まいりましたが、Zoomを利用した双方向リアルタイム配信及びグループワークは初めての試

みでした。最初は手間取ったところもありましたが、大きな問題もなくスムーズに進行でき、グ
ループワークでの活発な討議や発表等、実りある研修会が実施できたのではないかと考えて
おります。エクステションセンターではこれからも時代に即した開催手法を取り入れるとともに、
充実した内容のプログラムを展開してまいります。
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